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天
童
の
風
に
咲
く 

り
ん
ご
の
花
と
組
合
員
の
笑
顔 
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５
月
２
日
、
天
童
ト
ラ
イ
り
ん
ご
の
活

動
が
行
わ
れ
、
強
風
に
花
び
ら
が
舞
う
り

ん
ご
園
地
に
組
合
員
の
姿
が
あ
り
ま
し

た
。
美
味
し
い
り
ん
ご
作
り
の
た
め
に
密

集
し
て
咲
く
余
分
な
花
を
摘
む
「
花
摘

み
」
は
、
地
道
な
手
作
業
で
す
。
飽
き
て

し
ま
っ
た
小
さ
な
子
が
、
生
産
者
に
誘
わ

れ
て
堆
肥
の
山
の
中
か
ら
カ
ブ
ト
ム
シ

の
幼
虫
を
探
し
ま
す
。
「
す
ご
い
！
い
っ

ぱ
い
い
る
よ
！
」「
傷
つ
け
ち
ゃ
う
よ
、
も

っ
と
優
し
く
掘
っ
て
！
」「
わ
、
や
だ
気
持

ち
悪
い(

笑)

」
大
人
た
ち
も
集
ま
っ
て
、

い
つ
の
間
に
か
幼
虫
観
察
会
。
広
い
青
空

に
吸
わ
れ
て
い
く
笑
い
声
を
聞
き
な
が

ら
、取
り
組
み
ス
タ
ー
ト
か
ら『
13
年
目
』

と
な
る
天
童
の
空
気
を
、
担
当
理
事
と
し

て
嬉
し
く
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
活
動
は
、
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系

農
薬
不
使
用
で
り
ん
ご
を
栽
培
す
る
リ

ス
ク
を
背
負
う
生
産
者
を
、
組
合
員
が
出

資
金
で
支
え
る
と
い
う
も
の
。
途
中
で
挫

折
も
経
験
し
、
現
在
の
オ
ー
ナ
ー
制
は
４

年
目
で
す
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
組
合
員
が

交
流
や
学
習
の
た
め
天
童
の
園
地
を
訪

れ
ま
し
た
。
解
放
感
い
っ
ぱ
い
の
り
ん
ご

園
、
天
童
の
生
産
者
の
温
か
な
人
柄
に
、

参
加
者
は
笑
顔
の
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。 

も
ち
ろ
ん
生
産
者
は
笑
顔
の
日
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
日
も

「
開
花
後
に
霜
が
降
り
て
被
害
が
出

て
い
ま
す
」
と
、
枯
れ
た
花
を
手
に
説

明
が
あ
り
、
参
加
組
合
員
は
自
然
の
中

で
の
農
業
の
難
し
さ
を
、
ほ
ん
の
１
ミ

リ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
知
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
注
文
書
を
出
し
た
ら
配

送
で
届
く
あ
の
甘
い
り
ん
ご
は
、
当
た

り
前
で
は
な
い
。
土
と
太
陽
と
、
雨
と

風
と
虫
た
ち
と
、
こ
こ
で
暮
ら
し
を
営

む
生
産
者
の
力
で
私
た
ち
は
食
べ
て

い
る
の
だ
と
、
現
場
に
立
っ
て
初
め
て

深
く
自
分
に
染
み
渡
り
ま
す
。
「
今
日

も
楽
し
か
っ
た
ね
」
と
笑
顔
で
園
地
を

後
に
す
る
組
合
員
と
そ
の
子
供
た
ち

が
、「
食
」
に
向
き
合
い
、
喜
び
と
感
謝

を
胸
い
っ
ぱ
い
に
湛
え
た
な
ら
、
農
畜

水
産
業
の
未
来
は
少
し
明
る
く
な
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

今
年
も
農
家
に
厳
し
い
夏
が
や
っ

て
き
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
「
食
べ
る

人
」
の
笑
顔
は
「
作
る
人
」
を
励
ま
し
、

一
緒
に
手
を
動
か
す
時
間
は
互
い
の

絆
を
強
く
し
ま
す
。
さ
あ
、
生
産
者
と

の
交
流
と
、
現
場
で
の
実
体
験
を
た
く

さ
ん
積
み
重
ね
ま
し
ょ
う
。 

天童トライりんごオーナー活動「花摘み」 
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５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
、

「５
・３
憲
法
を
活
か
す
宮
城
県

民
集
会
」
（
主
催:

み
や
ぎ
９
条

懇
話
会
ほ
か
）
が
仙
台
市
内
で

開
催
さ
れ
、
記
念
講
演
会
の
会

場
が
溢
れ
る
ほ
ど
の
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。
政
府
与
党
が
衆
議

院
で
の
圧
倒
的
多
数
を
背
景
に

改
憲
議
論
を
押
し
進
め
て
い
る

今
、
漠
然
と
し
た
不
安
を
抱
え

て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

ご
存
じ
の
通
り
日
本
国
憲
法

は
昭
和
21
年
に
制
定
さ
れ
、
以

降
80
年
間
一
度
も
改
定
さ
れ

ず
に
継
承
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
。
「
憲
法
は
、
時
代
の
要
請
に

合
わ
せ
て
本
来
、
定
期
的
な
更

新
が
図
ら
れ
る
べ
き
だ
」（
５
月

14
日 

衆
議
院
憲
法
審
査
会
）

パレスチナオリーブの皆川さ
ん（中央）とオルター・トレー
ド・ジャパンの小林さん(右) 

２
０
２
３
年
10
月
以
来
、
パ
レ
ス
チ

ナ
で
は
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
惨
状

が
続
い
て
い
ま
す
。
ガ
ザ
市
で
は
す
で

に
７
万
人
以
上
の
方
が
犠
牲
と
な
り
、

市
民
の
約
32
％
が
亡
く
な
っ
た
計
算

で
す
。
あ
ま
り
に
も
非
人
道
的
な
イ
ス

ラ
エ
ル
の
振
る
舞
い
に
対
す
る
抗
議

と
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
の
連
帯
の
気
持
ち
を

込
め
、
映
画
上
映
会
を
開
催
、
２
０
３

名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

映
画
は
、
破
壊
の
続
く
ガ
ザ
を
記
録

し
続
け
た
若
き
パ
レ
ス
チ
ナ
人
写
真

家
・フ
ァ
ト
マ
と
、
ガ
ザ
へ
の
入
国
が
叶

わ
な
い
イ
ラ
ン
人
監
督
の
１
年
間
の
ビ

デ
オ
通
話
を
紡
い
だ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
で
す
。
「
近
く
に
爆
弾
が
落
ち
た
」

「
食
べ
る
も
の
が
な
い
」「
大
事
な
家
族

を
失
っ
た
」
そ
ん
な
つ
ら
い
現
実
を
生

き
な
が
ら
も
、
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
気

丈
に
振
る
舞
う
フ
ァ
ト
マ
。
そ
れ
が
か

ガ
ザ
の
現
状
か
ら
目
を
逸
ら
さ
な
い
で―

 

『
手
に
魂
を
込
め
、
歩
い
て
み
れ
ば
』
上
映
会
開
催 

 

今
こ
そ
「
平
和
憲
法
」の
意
味
を
学
び
考
え
る
時 

７
月
３
～
４
日 

「檻
の
中
の
ラ
イ
オ
ン
」
講
演
会 

え
っ
て
、
今
の
ガ
ザ
の
悲
惨
さ
を
浮
き

彫
り
に
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
重
く
苦
し
く
、
見
た
人
に
大
き
く

問
い
か
け
る
映
画
で
、
参
加
者
も
息
を

詰
め
真
剣
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

上
映
後
の
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
と
し
て
、

あ
い
コ
ー
プ
に
パ
レ
ス
チ
ナ
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
を
供
給
し
て
い
る
Ａ
Ｔ
Ｊ
（
オ

ル
タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
）
社
広

報
の
小
林
和
夫
さ
ん
と
、
合
同
会
社
パ

レ
ス
チ
ナ
・
オ
リ
ー
ブ
代
表
の
皆
川
万

葉
さ
ん
（
仙
台
市
在
住
）
を
招
き
ま
し

た
。
１
月
に
パ
レ
ス
チ
ナ
を
訪
問
さ
れ

た
皆
川
さ
ん
か
ら
は
、
現
地
の
様
子

や
、
日
本
に
い
る
私
達
に
で
き
る
事
な

ど
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
映
画
を

き
っ
か
け
に
、
些
細
な
こ
と
で
も
、
自

分
の
で
き
る
一
歩
を
始
め
る
方
が
増

え
る
事
を
祈
り
ま
す
。 

理
事 

櫻
井 

洋
子 

と
高
市
首
相
は
主
張
し
ま
す
が
、
本
当
に
そ
う

な
の
で
し
ょ
う
か
？
憲
法
と
法
律
は
何
が
違
っ

て
、
憲
法
を
変
え
る
と
何
が
起
こ
る
の
で
し
ょ

う
？ 理

事
会
で
は
７
月
３(

金)

～
４(

土)

、
仙
台

市
内
２
会
場
に
て
憲
法
学
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
憲
法
入
門
書
『
檻
の
中
の
ラ
イ
オ
ン
』
を
執

筆
さ
れ
た
楾
大
樹
（
は
ん
ど
う 

た
い
き
）
氏
を

講
師
に
迎
え
、
賛
成
・
反
対
を
言
う
前
に
「憲
法

っ
て
何
？
」
「日
本
国
憲
法
に
は
何
が
書
か
れ
て

い
る
の
？
」
と
い
う
基
本
的
な
内
容
を
わ
か
り

や
す
く
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
各
地
で
大

人
気
の
講
演
会
、
ど
な
た
様
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

※
講
演
会
の
詳
細
は
５
／
18
～
配
布
の
チ
ラ

シ
、
ま
た
は
あ
い
コ
ー
プ
み
や
ぎ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 副

理
事
長 

 
 

石
井 

朱
里 

約 700 名が集った 5・3 憲法
集会（フォレスト仙台） 

予告 

会場で販売したパレスチナの
オリーブオイルは早々に完売。
注文はまんま通信で！ 
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組
合
員
が
生
産
者
と
交
流
し
農
業

体
験
が
で
き
る
産
地
交
流
が
今
年
も

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
組

合
員
と
共
に
無
農
薬
の
お
米
に
挑
戦

す
る
「
七
郷
ト
ラ
イ
田
ん
ぼ
」
の
田
植

え
で
す
。
８
年
目
と
な
る
こ
の
企
画

は
毎
年
大
人
気
で
、
今
年
も
定
員
を

超
え
る
お
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し

た
。 初

め
て
の
子
ど
も
た
ち
は
「
ミ
ミ

ズ
い
る
よ
～
」
「
ア
メ
ン
ボ
も
い
た
～
」

と
楽
し
そ
う
に
田
ん
ぼ
に
入
っ
て
い

き
ま
す
。
こ
ん
な
声
を
聴
き
な
が
ら

の
田
植
え
は
な
ん
と
も
良
い
時
間
。

田
植
え
に
慣
れ
て
く
る
と
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
「
苗
く
だ
さ
～
い
」
と
頼
も

し
い
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。 

１
時
間
ほ
ど
で
手
植
え
が
終
了

し
、
後
半
は
田
植
え
機
に
乗
る
お
楽

し
み
タ
イ
ム
。
田
植
え
機
に
乗
っ
た

子
ど
も
た
ち
は
大
興
奮
で
し
た
。 

現
在
は
ほ
と
ん
ど
機
械
で
行
わ
れ

る
田
植
え
を
、
自
分
の
手
で
す
る
と

い
う
貴
重
な
体
験
を
通
し
て
、
当
た

り
前
に
食
べ
て
い
る
お
米
が
ど
う
や

っ
て
作
ら
れ
て
い
る
の
か
、
生
産
者

の
苦
労
な
ど
も
感
じ
て
い
た
だ
け
れ

ば
嬉
し
い
で
す
。 

次
は
、
無
農
薬
で
育
て
て
い
る
か

ら
こ
そ
大
事
な
草
取
り
作
業
が
あ
り

ま
す
。 

春
の
田
植
え
か
ら
始
ま
り
、
草
取

り
、
秋
の
収
穫
の
稲
刈
り
ま
で
ど
ん

な
体
験
が
待
っ
て
い
る
か
楽
し
み
で

す
ね
。 

理
事 

 

髙
橋 

あ
ゆ
み 

 

２
０
２
５
年
ビ
ジ
ョ
ン
の
最
終
年
度
、
理

事
会
で
は
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
を
設
置
し
て
総

括
と
次
期
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
「
つ
な
が
り
（
人
）
・
は
ぐ
く
み

（
食
）
・
ゆ
た
か
に
（
環
境
）
・
つ
た
え
る
（
協
同

の
力
）
」
の
４
テ
ー
マ
ご
と
に
、
目
標
は
ど
の

く
ら
い
達
成
で
き
た
で
し
ょ
う
か
？
現
在
の

課
題
は
？
10
回
に
渡
っ
て
行
わ
れ
た
検
討
会

の
様
子
を
４
回
連
載
で
お
届
け
し
ま
す
。 

■
ジ
ョ
イ
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
・
福
祉
と
平
和
の
運

動
（
担
当
理
事
よ
り
報
告
） 

 

組
合
員
同
士
の
た
す
け
合
い
「
ジ
ョ
イ
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
組
合

員
へ
の
お
見
舞
い
Ｂ
Ｏ
Ｘ
配
布
や
微
酸
性
電

解
水
の
供
給
を
行
い
ま
し
た
。
社
会
福
祉
法

人
み
ん
な
の
輪
と
の
協
業
で
は
、
ジ
ョ
イ
ケ
ア

基
金
と
組
合
員
カ
ン
パ
で
石
け
ん
工
房
の
新

築
費
用
の
支
援
を
行
っ
た
ほ
か
、
事
業
所
へ

の
見
学
会
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

地
域
の
子
ど
も
食
堂
へ
の
支
援
や
フ
ー
ド

バ
ン
ク
へ
の
協
力
も
開
始
し
ま
し
た
。 

平
和
関
連
で
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
内
紛
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る

パ
レ
ス
チ
ナ
攻
撃
な
ど
、
平
和
を
脅
か
す

様
々
な
問
題
に
対
し
、
学
習
会
や
映
画

会
、
署
名
活
動
、
募
金
活
動
な
ど
の
形
で

取
り
組
み
ま
し
た
。 

■
検
討
会
で
の
意
見
（
一
部
） 

・
ジ
ョ
イ
ケ
ア
を
よ
く
利
用
す
る
人
・
全

く
し
な
い
人
が
分
か
れ
て
い
る
。
理
念

や
意
義
が
十
分
に
知
ら
れ
て
い
な
い
と

感
じ
る
。
そ
も
そ
も
な
ぜ
ジ
ョ
イ
ケ
ア
が

生
ま
れ
た
の
か
？
か
ら
周
知
啓
発
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

・
ミ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
見
学
会
の
参
加
者
か

ら
、
み
ん
な
の
輪
の
利
用
者
さ
ん
が
「
働

か
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
」
で
は
な
く
「
一

緒
に
働
い
て
い
る
」
と
い
う
感
じ
で
す
ご

く
よ
か
っ
た
と
感
想
が
あ
っ
た
。 

・
今
は
戦
争
前
夜
の
よ
う
な
感
じ
。
知
ら

な
い
う
ち
に
戦
争
が
始
ま
っ
て
い
た
と

な
ら
な
い
よ
う
に
、
で
き
る
こ
と
を
考
え

た
い
。 ➡

次
回
は
「
は
ぐ
く
み
（
食
）
」
で
す 

副
理
事
長 

 

石
井 

朱
里 

 

石けん工房わ・は・わの 

開所式(23.10.23) 

 

次々に苗を植えていく田植え
機に子ども達も興味津々 

組
合
員
の
農
業
体
験 

七
郷
ト
ラ
イ
田
ん
ぼ 

８
年
目
の
田
植
え 

無農薬の田んぼには生き物が
いっぱいです 

《
連
載
》
２
０
２
５
年
ビ
ジ
ョ
ン
を
ふ
り
返
る 

～
あ
ん
な
進
展
・
こ
ん
な
成
果
～ 

【
人
】
～
つ
な
が
り 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 1980～90 年代前半 共同購入の「班」が担った組合員拡大 

 

わだいの
たねまき

5/16 せっけん運動ネットワーク 総会開催 
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4/23 GM ナタネ自生調査 in 石巻港 

協同組合石けん運動連絡会の設立から 45 周年を迎え、ネットワークとして 12

回目の総会を開催。香害や PFAS などの有害化学物質の問題にも向き合いなが

ら、未来の子どもたちに責任ある環境をどう残していくかを共有しました。 

 記念講演会では「おうちでできるカラダにいい魔法の洗濯術」をテーマに、

石けんでクリーニング店を営む茂木孝夫氏が実演を交え講演。石けん運動は生

協運動そのものであり、世の中を変えていく運動です。ナフサ不足による石油

由来の合成洗剤への懸念が高まる今、人にも環境にもやさしい石けん生活を広

げていきましょう。                理事長 高橋 千佳 

生産者や議員さんらの
関心も高いナタネ調査 

会場には 35名が集ったほか、
オンラインで 105 名が参加 

しました 

単なる顧客獲得？ 

いいえ、そうではありません 

の仲間づくり活動 

連載「あいコープを知る」②≪全 3 回≫ 
「私たちは協同の力で 人・食・環境を大切にする 持続可能な社会をつくります」 

私たちはなぜあいコープを創り、あいコープを育て、何を目指しているのでしょう。なぜ生協？なぜ産直？

なぜ石けん？今あらためてあいコープを考える特集・第 2 回目のテーマは「仲間づくり」。 

よい商品を一緒に利用する組合員をふやすことは、掲げた理念を実現するために欠かせません。ただの営

業活動とは全く違う、あいコープの「組合員拡大」。その驚きの歴史を辿ります。 

毎年継続しているナタネ調査に、今年は九州から Non-GMOナタネ油でおな

じみ、平田産業の平田社長が初参加。アーダ・ブレーンの佐藤圭社長や高橋

徳治商店の高橋利彰さんも、生産者の組合員活動参加は本当に有難いことで

す。ところが調査ポイントは工事中で、土も植物も根こそぎなくなっていま

した。ＧＭナタネの自生を防ぐのが目的なので、これでもいいはずなのです

が…なんかモヤモヤ。事前に用意していたサンプルの３検体を簡易検査し、

全て陰性を確認。その後、組合員・生産者・市議会議員など、それぞれの立

場から意見交換をし、学び多き時間となりました。    

理事 辻 朗子 

あいコープが「仙台共同購入会」として誕生した当初、例えば卵は 3 ㎏や 5 ㎏

といった箱売りしかなく、組合員はそれを文字通り「共同購入」し、近所の数世

帯で分け合いました。それが「班」です。班は注文と配送の集約元というだけで

なく、組合員同士が情報交換をしたり、意見をまとめていくための基本単位と

して機能していました。班ごとに「班会」が開かれ、班の代表者による「ブロック

会議（のちに班代表者会議に改称）」、更にいくつかのブロックがまとまって「地

区委員会」が組織され、現在の委員会活動につながっています。 

仲間づくり、つまり「組合員拡大」の活動も、班が中心的な役割を果たしまし

た。91 年春の拡大月間では約 3 か月間で 806 名の加入を記録し、この時期

には組合員数と供給高が急激に伸びました。「班会なくしては共同購入会活動

自体が成立しない（「みずばしょう」第 102 号 1992.11.1）」と言われるほど、

班は生協の運営にとって不可欠なものでした。 

■３月末から７月はじめにかけて、37回・63ヶ

所で展示即売会が行われました。毎回、ポイント

の設定、チラシ入れ、展即の場での商品説明、関

心をもたれた人に対するフォローなどで運営委

員をはじめとする組合員の紹介・協力が大きな

力となっています。組合員自身による仲間づく

りの活動がすすむ中で、積極的に展示即売会を

リクエストしてくるブロックも多く、春の拡大

期間中に応じきれなかったところもありまし

た。（略）展示即売車だけでは拡大しにくい中央

部では、マンションへの戸別訪問やコミュニテ

ィセンターを利用しての展示試食会が取り組ま

れました。（「みずばしょう」第 87号 1991.8.5） 

商品を乗せ県内を巡った展示即売車 

覚えている方もいらっしゃいますか？ 

機関紙「みずばしょう」第 83号 

（1991.4.5） 

女性の就業率の増加とともに在宅率が低下し、班

ではなく個配（個人宅配）の需要が高まったことを受

け、仲間づくり活動も変化を迫られました。職員によ

る拡大チームが発足し、特典付きの拡大キャンペー

ンが始まったのもこの頃です。個配強化の方針によ

り個配料金の値下げ（月 2000 円→1 回 250 円）、

卵の 10 個パックの導入などがありました。 

2004 年には本部を現在の日の出町センターに移

転し、名称も「あいコープみやぎ」に改めるなど、ソフ

ト面・ハード面ともに大きな転換を迎えることとなり

ました。 

（２） 90 年代後半～2000 年代 

組合員拡大と供給高が伸び悩み、個配強化へ 

「みずばしょう」第 203 号（2001.4.5） 

（3） コロナ禍での対面自粛を経て、仲間づくりの現在地 

～結びに代えて 

【あいコープみやぎの組合員数と供給高の推移】 

①班を基礎としたきめ細かいタテの組織づくりが生きた急拡大期

から、②横ばい期を経て③個配強化と拡大キャンペーンによる拡大

期、④東日本大震災による打撃、そしてコロナ禍を経て現在 

（あいコープみやぎ 40 周年記念誌掲載のデータに一部加筆） 

組合員から「紹介セ

ット」を受け取った

人の 7割が加入した

年もあったんだっ

て！！ 

設立 50 周年を目前に控えた現在、組合員の約 9 割が個配を利用してい

ます。組合員の生活は多様化し、コロナ禍では全ての組合員活動が見直し

を迫られました。仲間づくりのウエイトは組合員から職員（営業課）に移り、

TVCM やイベント、ウェブ広告などで成果を上げていますが、新しく加入し

た組合員の定着率や利用率が低いのが課題です。仲間づくりは、単に加入

者を増やせばそれで良いわけではなく、組合員同士、積極的に声をかけ合

ってつながりを作ることが大切なのだと改めて思います。委員会活動やイ

ベント企画、産地応援など、多くの組合員が何らかの形でコミュニティに参

加できるよう、令和の理事会も頑張っていきます。 

  （文責：副理事長 石井朱里） 

① 
② 

③ ④ 

次回（７月号）は最終回、シャボン玉
月間に寄せて「あいコープの石けん
運動」を特集します♪ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20,530 名 
 

273,389 千円 

5,849/週 

1,455,525 千円 

組織概要 
    (2026 年 4 月分)  

【供給高】       

【一人実利用高】 

【出資金】   

【組合員数】  

２
０
２
６
年
５
月
８
日(

金) 
 

▼
理
事
会
規
則
細
則
（
年
間

議
案
管
理
）
の
検
討
開
始
を

承

認

し
た
▼
第

38
回

通

常

総

代

会

の
進

行

プ
ロ
グ
ラ
ム

及
び
役
割
分
担
を
決
定
し
た

▼
ジ
ョ
イ
ケ
ア
決
算

・
予
算
、

総

会

資

料

に
つ
い
て
報

告

を

受

け
た
▼
２
０
２
６
地

域

づ

く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動

補

助
金
企
画
案
を
承
認
し
た
▼

「
秋
保

発
！

伝
統

野
菜

・
仙

台

芭

蕉

菜

の
た
ね
を
つ
な
ご

う
」
企

画

案

を
承

認

し
た
▼

奈
津
子
さ
ん
と
話
そ
う
！
わ

た
し
た
ち
の
憲

法

お
話

し
会

(

こ
ど
も
憲
法
学
習
会

V
o
l.2

)

企
画
案
を
承
認
し
た
▼
組
合

員

事

務

局

ス
タ
ッ
フ
の
求

人

に
つ
い
て
承
認
し
た
。 

あいあいあい Jun 2026●６ 

●現在の西岸地域の生きた状況も聞かせていただき勉強になりました。今後はオリーブを見たらパレスチナのことを思
い浮かべることができます。（「手に魂を込め、歩いてみれば」上映会参加者感想より） 

４
月
16
・
17
日
の
２
日
間
、
柑
橘
や
水

産
品
な
ど
で
も
お
な
じ
み
の
愛
媛
県
の

産
直
産
地
、
無
茶
々
園
50
周
年
式
典
に

参
列
し
て
き
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
全
国

の
取
引
先
や
生
産
者
の
仲
間
、
そ
し
て
地

元
で
無
茶
々
園
を
支
え
る
メ
ー
カ
ー
な

ど
総
勢
２
０
０
名
が
参
加
。
特
に
、
次
世

代
の
職
員
や
地
域
の
若
者
が
壇
上
に
立
っ

て
、
ビ
ジ
ョ
ン
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
意

見
を
交
わ
す
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、
50
年

先
を
見
据
え
た
力
強
い
言
葉
か
ら
各
々

の
決
意
と
明
る
い
未
来
像
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
式
典
で
し
た
。
夕
食
の
懇
親

会
で
は
手
作
り
の
料
理
や
地
域
の
伝
統

芸
能
が
披
露
さ
れ
、
私
た
ち
を
迎
え
入
れ

る
た
め
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
考
え
、

お
も
て
な
し
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
産
地
の

温
か
さ
に
も
心
か
ら
感
謝
で
す
。 

斜面に広がる無茶々園のみかん畑 

遠くに海が見える 

『無
茶
々

む

ち

ゃ

ち

ゃ

園 え

ん

』
50

周
年
式
典
に
参
加 

 
地
域
を
作
る
温
か
な
組
織
の
姿 

２
日
目
は
生
産
現
場
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。
真
珠
の
生
産
者
が
収
入
の
安

定
の
た
め
に
、
近
代
的
な
技
術
を
学
び

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
青
の
り
養
殖
の
様
子

や
、
昨
年
竣
工
し
た
ば
か
り
の
選
果
場

も
見
学
。
非
破
壊
で
、
柑
橘
内
部
の
傷
み

は
も
ち
ろ
ん
、
お
届
け
時
に
発
症
す
る

傷
み
の
予
兆
も
発
見
可
能
な
セ
ン
サ
ー

を
導
入
す
る
な
ど
、
新
し
い
機
器
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
品
質
改
善
に

も
期
待
が
膨
ら
み
ま
し
た
。 

そ
し
て
２
日
間
に
わ
た
り
、
会
の
進

行
や
圃
場
へ
の
案
内
な
ど
、
て
き
ぱ
き

と
こ
な
す
職
員
の
方
々
の
チ
ー
ム
ワ
ー

無茶々園の社屋は廃校になっ

た小学校。式典は体育館で。 

 

懇親夕食会での鏡割り 

ク
に
は
感
服
し
ま
し
た
。
職
員
が
自
分
の

仕
事
と
組
織
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

農
業
生
産
だ
け
で
は
な
く
、
漁
業
（
ち

り
め
ん
、
真
珠
、
青
の
り
）
や
福
祉
事
業

な
ど
、
地
域
全
体
を
巻
き
込
み
な
が
ら

事
業
を
運
営
し
、
「
持
続
可
能
な
共
同

体
」
を
実
現
し
て
い
る
無
茶
々
園
。
こ
れ

は
私
た
ち
生
協
の
原
点
で
も
あ
り
、
果
た

す
べ
き
役
割
だ
と
、
改
め
て
気
づ
か
さ
れ

た
２
日
間
で
し
た
。 

 

商
品
部 

商
品
課
長 

 

髙
橋 

翔 

青のり生産者の佐藤さん 

柑橘の仕分けをし出荷する選果場 

人の手だけでなく、 

特殊なカメラも使用して検査する 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

  

  

 

 

組合員が利用できる電話相談 

ョ ジ ケ イ ア お申込み・お問合せは 
ジョイケア事務局へ 

私のオススメ商品 

▼
随
時
受
付
可
能
で
す
。
各
相
談
窓
口
前
週
の
金

曜
日
ま
で
に
予
約
し
て
下
さ
い
。
▼
金
曜
日
が
祝

日
の
場
合
は
直
前
の
平
日
の
受
付
時
間
ま
で
受
付

し
ま
す
。
▼
予
約
し
て
頂
い
た
方
に
は
、
相
談
日

に
相
談
員
か
ら
お
電
話
を
差
し
上
げ
ま
す
。 

ジョイケアシステムは、あいコープみやぎ独自の地域福祉政策で、 

組合員の拠出金(100 円／月)によって成り立っている助け合いの仕組みで

す。社会福祉法人「みんなの輪」、ＮＰＯ法人「お茶っこケア」、ビッグイシューへ

の支援など、地域福祉にも役立てられています。 

個人で利用できるサービス(ささえあい/たすけあい/集団託児/慶弔・出産/電

話相談)もあり、組合員同士の助け合いやケアメイトによる集団託児なども多く

利用されています。 

0120-50-7277 

7●あいあいあい Jun.2026 

● どの花を摘んでいいか、また霜の被害で通常であれば残す花を摘まなければならず、判断が難しいなと思いま
した。花摘みは小さな子供でも一緒に出来たのでいい経験となりました。（天童トライりんご活動参加者感想） 

平日 9：00～17：00 

総
代
会
が
近
づ
き
、
各
地
区
で
議
案
書

説
明
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
３
年
後

に
50
周
年
を
迎
え
る
あ
い
コ
ー
プ
は

時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
ま
す
が
、

手
法
や
表
現
が
変
わ
っ
て
も
中
心
に
通

る
芯
は
昔
の
ま
ま
で
い
よ
う
と
踏
ん
張

っ
て
い
ま
す
。
宇
宙
に
も
行
け
る
時
代

だ
け
ど
、
せ
め
て
あ
い
コ
ー
プ
は
地
域

の
人
々
が
で
き
る
こ
と
を
持
ち
寄
っ
て

暮
ら
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
大
切
に
、
経

済
だ
け
に
目
を
奪
わ
れ
な
い
「
本
当
の

豊
か
さ
」
を
創
り
守
り
た
い
と
、
８
ペ

ー
ジ
の
石
塚
さ
ん
の
生
き
方
を
見
て
思

い
ま
し
た
。 

 

理
事 

鈴
木 

真
奈
美 

私がおすすめする商品は

「わはわのもっちり米粉パ

ン」です。あいコープに入協

して間もないころ、組合員

の方にお裾分けしていただ

き初めて食べました。その

美味しさに感動したのを覚えています！米粉のもちもち

感と柔らかくふわふわとした食感があり、とても美味しい

です。中に色んな具材を入れて挟んだり、フレンチトース

トを作ってみたりして食べています。様々なアレンジがで

きるのでオススメです。｢まいど注文｣出来ますので是非ご

賞味ください！      事業部 供給課 船水 百花 

  

 

 

 

委員さん募集中！ 
 

あいコープの仲間と 

食のこと 

環境のこと 

一緒に話しませんか？ 

お問い合わせ先 

0120-255-044  

Fax 0120-849-324 

Email i-kumikatsu@mamma.coop 

(担当：組合員事務局 鈴木・太田代) 

年金相談・・7/14(火） 社会保険労務士 清野道子氏 

13：30～15：30 
 

法律相談・・7/14(火）、7/22(水） 弁護士 倉林千枝子氏 

13：30～15：30 
 

子ども相談・・7/23(木)  宮城教育大学准教授 特別支援教育専攻 

10：30～12：30             三科聡子氏 

 

＊介護相談は相談日のご希望を伺います。 

介護相談（ケアプランセンター木もれび 山崎彰子氏） 

 ジョイケア利用状況 (2026 年 4 月分) 

ささえあい(保障) 

たすけあい(ケア) 

集団託児 

慶弔 

電話相談 

  計 

2 件 

5 件 

2 件 

13 件 

8 件 

30 件 

（商品の動物被害への補償など） 

（ケア時間 合計 6 時間） 

（利用延べ人数 3 名） 

（出産祝い 9 件 お悔やみ 4 件） 

（キャンセル除く相談実施件数） 

４
月
19
日
、
設
立
４
年
目
を
迎

え
た
「
子
ど
も
ケ
ミ
ネ
ッ
ト
」
の
総

会
に
参
加
し
、
あ
い
コ
ー
プ
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
あ
い
コ

ー
プ
で
は
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有
機
フ
ッ

素
化
合
物
）
の
使
用
や
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
大
量
発
生
源
の

一
つ
と
し
て
懸
念
さ
れ
る
人
工
芝

の
取
り
扱
い
を
昨
年
夏
か
ら
中
止

し
て
い
ま
す
。
全
国
の
学
校
や
公

園
、
競
技
場
で
人
工
芝
化
が
進
む

な
か
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
な
ど
の
影

響
を
懸
念
し
、
全
国
の
仲
間
と
と

も
に
環
境
省
や
経
済
産
業
省
、
文

部
科
学
省
へ
要
望
書
を
提
出
し
、

規
制
強
化
を
求
め
る
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。 

記
念
講
演
で
は
、
岐
阜
大
学
大

学
院
医
学
系
研
究
科
脳
神
経
内

科
学
分
野
の
下
畑
享
良
教
授
か

ら
、
マ
イ
ク
ロ
・
ナ
ノ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
に
関
す
る
最
新
の
研
究
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
人
体
へ
の
直
接

的
な
健
康
リ
ス
ク
を
も
た
ら
す

危
険
因
子
と
し
て
注
目
さ
れ
、
脳

血
管
障
害
や
認
知
症
へ
の
影
響

の
ほ
か
、
胎
盤
や
臍
帯
血
な
ど
か

ら
も
検
出
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も

や
胎
児
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。 

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
マ
イ
ボ

ト
ル
を
持
ち
歩
く
な
ど
、
で
き
る

だ
け
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
わ
な
い

暮
ら
し
を
心
が
け
る
と
と
も
に
、

有
害
化
学
物
質
の
規
制
強
化
を

社
会
に
働
き
か
け
続
け
る
重
要

性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

理
事
長 

髙
橋 

千
佳 

  

有
害
化
学
物
質
か
ら 

子
ど
も
を
守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

「子
ど
も
ケ
ミ
ネ
ッ
ト
」総
会 

東京都内の会場に３１名  
オンラインで２１８ 名が参加 

人工芝の問題をわかりやすく

解説したパンフレット 

左の二次元コードからダウン

ロードしてご覧ください 

mailto:i-kumikatsu@mamma.coop
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に行こう！62 
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21 世紀の今もブレずに守る『本当の豊かさ』 

産直を育て、産直と共に育ってきた“ゆうきの里” 

６月２回からまんま通信にお目見えする「ささかみの古代米」。黒米

だけでなく赤や緑の粒が混じったカラフルな古代米です。ＪＡＳ有機取

得の古代米を育てているのは、新潟県阿賀野市「夢の谷ファーム」の石

塚さん家族。広げすぎず、衰退もさせない、「ちょうどいい」量の恵みを

大地からいただく農場です。 

夢の谷ファーム副代表の石塚美津夫さんは、代々続く農家の長男。無理な

圃場の拡大はせず、家族でできる広さを自分の目と手をかけて管理していま

す。若き日に有機に魅せられ、農協職員から専業農家へと転身。その圃場では

毎年、年間登録で参加者を募る「ささかみ本気塾」という体験交流が企画さ

れ、取材した日は１０名ほどが説明会に参加していました。 

「みんなで田んぼで汗をかく。一見、援農活動のようだけど、目的は参加者

に有機農業を通して『生き方』を教えること」とおっしゃる石塚さんは、生協産

直の土台を築いた草創期の立役者でもあります。 

今

後

の

予

定 

 

「ささかみ本気塾」の説明会で必ず行われるのは、石

塚さんが平成２０年に田んぼの畦に建てた「糸蚯蚓（いと

みみず）神社」の例大祭です。有機の冬水田んぼは生き物

の宝庫。土を良くしてくれるイトミミズに感謝して由緒正

しき神社から遷宮したそうで「環境を汚す人間よりイトミ

ミズのほうがずっと偉い」と自然への畏敬の念を持ち守

っています。あいコープを代表して、本気塾の参加者の

皆さんと共に、玉串を奉納し豊作を祈願してきました。 

２０２6年６月 1日現在 

あいコープみやぎは女川原発の稼働停止と 
核燃料の乾式貯蔵施設建設中止を求めます 

女川原発の 再・再稼働から  

 

    日目 

２０２４年１０月２９日再稼働し 

不具合による停止を経て１１月 

１３日に再再稼働しています 
6 5 6 

石けん環境委員会主催 

   くらしの中の危険 気になるものを総チェック 
 

7 
10 

金
ｖ 

場所／中小企業活性化センター 6F セミナールーム(1)   

時間／10：00～12：00  

定員／50 名（応募多数の場合抽選） 参加費／無料 

締め切り／6 月 26 日  

田んぼのはずれの堆肥舎には、米ぬかやもみ殻をＢＭＷ技術を用いて発酵させたぼか

し肥。すぐ傍で平飼いの鶏が走り回り、柵を超え脱走（笑）。鶏を捕まえて鶏舎に戻し、や

れやれと腰を伸ばして「どうだい、これが本当の豊かさですよ」と振り返る石塚さんのエ

ネルギー溢れる表情は、生き方を教わるにふさわしい“百姓”の顔でした。 

こうした生産者と直接言葉を交わし、「本当の豊かさ」を共有しながら購入する“産直”

は生協の原点です。色とりどりの「ささかみの古代米」を混ぜて炊いた、ほんのり桃色の

ごはんを頬張りながら、新潟は阿賀野の冬水田んぼを想像してみませんか？ 

 第 38 回通常総代会  
6 
25 

木 

場所／エル・パーク仙台 ６F ギャラリーホール 

時間／10：00～12：30    

2026 年度総代以外で傍聴希望の方は、あいコープみやぎコ

ールセンターまでお電話ください。 

杉の木の根元に建立された 
「糸蚯蚓（イトミミズ）神社」 

林に挟まれた有機の棚田はまさに「夢の谷」 

パワーショベルで 
ぼかし肥を切り返す石塚さん 

取材に応じる石塚さん（左） 

 檻の中のライオン  
楾 大樹氏講演会 

場所／ 7/3 東京エレクトロンホール宮城 401 中会議室 

    7/4 日立システムズホール ３Ｆエッグホール 

時間／10：00～12：30    

参加費／大人 1000 円 高校生以下無料 

※詳しくはあいコープ公式ＨＰイベントカレンダー 

または既に配布のチラシをご覧ください 
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4 
土  

7 
3 

金 

ささかみの古代米 100ｇ 

調理例 

https://www.mamma.coop/

